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明治 三十 年 三月 十五 日の 暁 方に、 吉原 仲の 町の 引 

手 茶屋 桐 半の 裏手から 出火して、 廓 内 百 六十 戸 ほど を 

焼いた ことがある。 無論に 引手 茶屋ば かりで なく、 貸 

座敷 も 大半 は 煙りと なって、 吉原 近来の 大火と 云われ 

た。 それから 四、 五日の 後に 半 七 老人 を 訪問す ると、 

老人 は 火事の 噂 を はじめた。 

「吉 原が たいそう 焼けた そうです ね。 あなたに お係り 

合いはありません か」 

「御 冗談でしょう。 しかし 六、 七 年 前に 焼けて、 今度 



拾う 余地 もなかった。 

それでも、 どうにかこう にか 本堂へ あがって、 型の 

でしお 

, 、ザ J と くに 参詣 をす ま せた が、 ちょ うど 今が 人 の 出潮と 

うしお 

みえて、 仁王門と 二 天 門の 両方から 潮の ように 押し 

込んで 来る ので、 帰り路 はいよ いよ 難儀であった。 鍋 

久の 一 行 は その 群衆に 押されて 揉まれて、 往来の 

石 驚 の 上 を 真っ直ぐに 歩いて はいられ なくなった。 

「まあ、 少し 休んで 行こう」 と、 母のお きぬ は 云い 出 

した。 彼女 は 少しく 人 ごみに 酔ったら しいので ある。 

くぐ あわしま やしろ 

混雑の なか を 潜って、 四 人 は ひとまず 淡 島の 社 あ 

たりへ 出た。 ここ とても 相当に 混雑して いるが、 それ 



でも 押し合う 程の こと は 無い ので、 人々 は ほっと ひと 

息つ いて 額の 汗 を 拭いて いる 時、 突然に 女の 声が き ザ J 

えた。 

「あ、 もし …… 」 

さわがしい 中で も、 若い 女の 声が 冴えて いるので、 

四 人の 耳 を おどろかした。 それが 何 かの 注意 を あたえ 

るよう に 思われた ので、 はっと 気がついて 見返る と、 

ひとりの 男の 手が 久兵衛 の ふところから 紙入れ を 引き 



出そうと している のであった。 こういう 場合に は 珍ら 

きんち や つ き 

しくない 巾着切り である。 

「ええ、 なに をす る」 



し 共 もみん なう つかりして 居りまして、 あなたが 教え 

て 下さらなければ、 飛んだ 目に 逢う と ころで) J ざ い ま 

した」 と、 おきぬ も 丁寧に 礼 を 云った。 

しと 

「いえ、 御 挨拶で は 痛み入ります」 と、 娘 も 淑やかに 

会釈した。 「余計な 口出し をす るで もない と 存じ まし 

たが、 見す見す あの 巾着切りが 悪い こと をす るの を 

知っていながら、 黙って いる わけに も 参りません ので 

…：- J 

「ほんとうに 有難う ございました。 あなた はお 一 人で 

ございま すか」 と、 おきぬ は 又 訊いた。 

「はい、 父が 病気で 臥せって 居ります ので …… 」 



「顔で も 斬られたら 大変 だ」 と、 おきぬ は 思った。 

二 

それから ふた 月 あまりの 後で ある。 

日本 橋 北 新 堀 町の 鍋久の 店に 美しい 嫁が 来た。 嫁の 

名 はお 節と いい、 浅 草の 山 谷の 露路の 奥に 十 人ば かり 

の 子供 を あつめて、 細々 ながら 手習い 師匠と して 世 を 

送って いる 磯野 小左衛 門と いう 浪人の 娘であった。 

こう 云えば、 詳しい 説明 を 加える 必要 も あるまい。 

鍋久の 一行が 人 丸 堂の ほとりへ a けつけ て、 ともかく 



い 声で 女中 を 叱ったり した。 病気で 癇が昂 ぶった ので 

あろうから、 なるべく 逆らわない がいいと、 おきぬ は 

久兵衛 に 注意して いた。 

鍋久の 店で は四ッ (午後 十 時) を 合図に 大戸 をお ろ 

そうとした。 その 時、 奥の 若夫婦の 居 問で、 ただなら 

ぬ 久兵衛 の 叫び 声が きこえた。 

「これ、 お 節 …… 。 どこへ 行く …… 。 これ、 お 節 …… 」 

その 声 を 聞きつ けて、 母のお きぬ は 茶の間 を 出て ゆ 

くと、 長い 縁側の 途中で お 節に 出逢った。 若い 嫁 は 顔 

も 隠れる ほどに 黒髪 を 長く 振り乱して、 物に 狂った よ 

うに K け 出して 来たので、 おきぬ は 驚きながら、 とも 



「身投げ だ、 身投げ だ。 若い おかみ さんが 身 を 投げた」 

騒ぎ はいよ いよ 大きくな つて、 店から は 幾 張の 提灯 

をと ぼして 出た。 近所の 店の 者 も 提灯 を 振って 加勢に 

出た。 大勢の 人々 が 雨 夜の 河岸 を 奔走して、 そこ か此 

処 かと 探し 廻った が、 一一、 三日 降り つづいて 水嵩の 増 

している 川の面に、 お 節の 姿 は 浮かび あがらなかった。 

河岸に つないで ある 小舟 を 出して、 無益に そこら を尋 

ね 明かして いるう ちに、 その 夜 はむな しく 更けて 行つ 

た。 

「これが 昼間なら ばな あ」 

问 分に もこの 時代の 夜 は 不便であった。 3 甲の 上に、 



水の 上に、 無数に ひらめく 提灯の 火 も、 遂に 若い 女 ひ 

とりの 姿 を 見出し 得ずに 終った。 この 川下 は 永代 橋で 

ある。 死体 は そこまで 押し流されて、 広い 海へ 送り出 

されて しまったの かも 知れない。 人々 は 唯いた ずらに 

溜息 を つ くば かりであった。 

お 節の 身投げ も 意外の 椿事に 相違なかった が、 鍋久 

の 家内に は 更に おそろしい 椿事が 出来，" していた。 主 

人の 久兵衛 は 何者に か 頸す じ を 斬られて、 半身 を 朱に 

染めて 倒れて いたので ある。 おきぬ がそれ を 発見した 

時、 彼 はもう 息の 絶えた 亡骸と なって いた。 

久兵衛 を 殺した の は 何者か。 若い者の 新次郎 がお 節 



そうと も 致し方がない というので、 役人ら も 深い 詮議 

をし なかった。 鍋久 でも 世間の 手前、 この 一件 を 余り 

お . や 

公け 沙汰に したくな いので、 役人ら にもよ ろしく 頼 

んで、 いっさい を 内分に 納める ことにした。 主人 久兵 

衛は 急病 頓死と 披露して、 ともかくも 型の 如くに 葬式 

を 済ませた。 お 節の 死骸 は 遂に 発見され なかった。 

こうして 一旦 は 納まった ものの、 お 節の 入水 も久兵 

衛の 変死 も 近所で はみ な 知ってい るので あるから、 人 

の 口に 戸 は 立てられぬ という 譬えの 通りで、 その 噂 は 

それから それへ と 伝わって、 神 田の 吉 五郎の 耳に も は 

いった。 



らへ 受け取りました」 

「その 礼 は 幾ら やり ましたね」 

「この こと は 内分に して くれと 申しまして、 金 十両 を 

つつんで 差し出し ますと、 その 人 は 辞退して 容易に 受 

け 取りません。 それで はこ ちらの 気 も 済まず、 仏の 心 

そむ 

にも 背く わけです から、 無理に 頼んで 持たせて 帰し ま 

した」 

徳 次と 半 七 は肚の 中で 舌打ちしながら 聴いて いると、 

勘 兵衛は 更に 話しつ づけた。 

「そうして みると、 若い おかみさん はいよ いよ 遠い 海 

へ 流れて 行 つ たに 相違な いので，、 y /ざ います。 おかみ さ 



しなさい」 と、 徳次は 帰り支度に かかった。 

「ありがとう ございます。 就きましては、 もう 時分 ど 

きで) J ざ い ますから、 ほんのお 口よ，) J しで，、 - J ざ い ます 

が 召し上が つ て 頂きとう 存じます」 

いつの 間に か 云い 付けて あつたと 見えて、 料理の 膳 

がそ こへ 運び出され たので、 徳次も 半 七 も 箸 をと つた。 

その あいだに も、 お 節の ことに 就いて 徳次 はいろ いろ 

のこと を 訊いて いた。 品 川から 来たと いう 男の人 相 や 

年頃な ども 訊きた だした。 

いとま 

「食べ 立ちで 失礼 だが、 御用が 忙 がしい からお 暇 を 

します」 



そ-つ そ-つ 

飯 を 食って しまう と、 二人 は忽々 にこ こ を 出て、 新 

堀の 川伝いに、 豊海 橋から 永代 僑の 方角 へ ぶらぶら 歩 

いて 行った。 こんにちの 永代 橋 は 明治 三十 年に 架け 換 

えられた もので、 昔と は 位置が 変って いる。 江戸時代 

の 永代 橋 は、 日本 橋の 北 新 堀から 深 川の 佐賀 町へ 架け 

られ ていたの である。 

「おい、 半 七、 おめえ は 何 か 見付け出し たか。 この 一 

件 を どう 鑑定す る」 と、 徳次は あるきながら 訊いた。 

「さあ、 艇け 出しの わたし 等 にゃあよ く 判りません が、 

お 節と いう 嫁 は 生きて いるので しょうね」 

「そうだ、 生きて いるに 違げ えね え」 と、 徳次 はうな 



「それが むずかし いので、 私 もさつ きから 考えて いる 

のです が、 なにしろ 下手人 はお 節 じゃああります まい 

ね。 お 節なら ば 自分の 剃刀 を 使いそう な もの だが …… _ 

それとも 自分の 剃刀 は 切れが悪いので、 人殺し をす る 

ために 新ら しい 刃物 を 買った のでし ようか。 第一、 お 

節が 亭主 を 殺す ほどの 事 はねえ、 ただ 気ち が いの 真似 

をして 川へ 飛び込んで しまえば 好 さそう に 思う が … … - 

わたしの 考え じゃあ、 久兵衛 を 殺して 川へ 飛び込んだ 

かえだま 

の は、 本人のお 節 じゃあね え。 泳ぎの 上手な 奴が 替玉 

になって、 水 をく ぐって 逃げた のだろう と 思います ね- 

みんなの 眼に はお 節と 見えた かも 知れね えが、 暗い 夜 



が 勝つ か、 腕 くらべ だ」 

「承知し ました」 

ここで 徳 次に 別れて、 半 七 ひとり は 芝の 方角へ 足 を 

向けた。 高 輪 北 町 は 泉 岳 寺の 近所で ある。 そこへ 行き 

着いた の は八ッ (午後 二 時) に 近い 頃で、 日盛り はま 

だ 暑かった。 徳 次に 教えられた 通りに、 海辺の 大通り 

こうしん どう 

を 右へ 切れる と、 庚申 堂の そばに 小さい 草履 屋が 見い 

だされた。 一 人の 男が 店に 腰 を かけて、 亭主と 将棋 を 

さしていた。 

亭主 は 年の ころ 三十 五六で、 色の 浅黒い、 鼻の 高い 

男であった。 半 七が 吉 さきへ 立ち寄る と、 彼 は 将棋の 



ける こと も 無かった。 たずねて 来る 人 もなかった。 

こうして 三、 四日 を 送る あいだに、 徳次は どこから 

聞き出した のか、 小左衛 門の 身 もと を 洗って 来た。 彼 

は 藩 中の 浪人で はなく、 旗本の 渡り 用人で ある。 二、 

三の 旗本 屋敷 を 渡り あるいて、 今 は 浪人して いるが、 

その 奉公 中に 格別の 悪い うわさ も 無かった らしく、 お 

節 は その 娘に 相違なかった。 しかも それだけの 事で は、 

どうに も 手の 着けよう が 無 か つ た。 

八月 十三 日の 夕七ッ (午後 四時) 頃で ある。 半 七 は 

砂場の 店に 腰 を かけて 煙草 を 吸って いると、 一人の 小 

のれん 

僧が 暖簾 をく ぐって はいって きた。 彼 は 天 ぷら薔 麦 を 



あつらえて、 同じく 腰 を かけた。 どうも 見た ような 小 

僧 だと、 半 七 は 顔 を そむけながら、 横 眼で 睨む と、 彼 

は 鍋久の 店の 小僧であった。 彼 はやが て 運んで 来た 天 

ぷら薔 麦 を 食って しまって、 更に あられ 薔麦を 註文し 

た。 それ を 又 食って しまうまで 半 七 は 気長に 待って い 

ると、 小僧 は 銭 を 払って 出た。 

半 七 も つづいて 暖簾 を 出て、 うしろから 声をかけた _ 

「おい、 小僧さん。 鍋久の 小僧さん」 

不意に 呼ばれて、 小僧 はび つくりし たように 立ち ど 

まると、 半 七 はすぐ に 其の 手 を 据えた。 

「おい、 おれの 顔 を 忘れた か。 この間 おれたちに 茶 を 



「もし、 定番さん。 わたしが 引つ 返して 来る まで、 こ 

の 小僧 を 奥へ ほうり 込んで 置いて ください。 縛って 置 

く にゃあ 及ばね えが、 逃がさね えよう に 気をつけて… 

;」 

宇吉 を そこに 預けて、 半 七 は 自身番 を 出た。 それ か 

ら薔 麦屋へ 帰って くると、 日の 暮れる 頃に 徳 次が 顔 を 

見せた。 

「どう だ。 なんにも 当り はねえ か」 

小僧の 一 件 を 聞かされて、 徳次 はうな ずいた。 

「そうして、 その 小僧 はどうした」 

「番屋 へ 預けて 置きました」 と、 半 七 は 云った。 「日が 



弁天 山の 五ッ (午後 八 時) の 鐘 を 聞いて、 二人 は 再 

び ここ を 出た。 小左衛 門の 露路の 近所 を 遠巻きに して、 

そこら をう ろ 付いている 害で あるが、 半 七 は 念のため 

に 露路の 奥へ 視 きに ゆく と、 井戸 を 前にした 小 左衛門 

の 家の 奥から 女の 泣き声が 洩れて きこえた。 

女 はお 直 かお 節 かと、 半 七 は 胸 をお どらせ ながら 耳 

を 澄まして いると、 低いながら も 鋭い ような 男の 声が 

更にき こえた。 

「お前の いうの は みんな 云いが かりだ。 あまりに ばか 

ばかしく つて、 相手に なって いられない。 もういい 加 

減に して、 帰れ、 帰れ」 



かった ので、 自分 は 今でも それ を 疑って いると、 彼 は 

云った。 

徳次は 更にお 直 を 調べた。 

「お直。 おまえ は 幾つ だ」 

I 一 一十 歳で ございます」 

「鍋 久には 何年 奉公して いる」 

「三年で ございます」 

「新 次郎と 出来合って いるの だな。 そうだろう、 正直 

に 云え」 

「恐れ入りました」 と、 お直 は 蒼 ざめ た 顔 を 紅く した- 

うち 

「今夜 は 小左衛 門の 家へ 何し に 行った の だ」 



「若い おかみ さんが 居る か 居ない か、 訊きに 行った の 

でございます」 

「生きて いたら どうす るの だ」 

「お 上へ 訴えて やります」 と、 彼女 はだん だん 興奮し 

て 来た。 「若い おかみ さんが 来てから、 新 どん は 何ん 

だか そわそわ していて、 わたくし を 見向き もしません- 

何 を 話しかけても 碌々 に 返事 もしません。 新 どん は 若 

いおかみ さんに 惚れて いるので ございます。 それ はわ 

たくしが よく 知っています。 おかみさん は 身 を 投げて 

死んだ という ことにな つてい るのに、 新 どん はどう も 

生きて いるよう に 思われる と、 内証で わたくしに 云い 



ました。 新 どん はきつ と 何 か 知ってい るに 相違 ありま 

せん」 

ひま 

「おまえ はどうして 鍋久 から 暇 を 出された の だ」 

「や つ ぱリ その 事からで，、， J ざ い ます。 若い おかみさん 

は 生きて いるか も 知れない と、 わたくしが ふいと 口 を 

すべらせ たのが、 おかみ さんや 番頭さん の 耳に はいつ 

て、 飛んでも ない こと を 云う 奴 だと、 さんざん 叱られ 

ました。 それが もとで、 とうとうお 暇が 出た ので ござ 

います」 

「新 次郎。 おまえ は 今夜 どうして 出て 来た」 

「昼間のう ちに 小僧 を 使に よこしま したが、 それが い 



こり 笑った ので、 小 勝 は 蒼くな つて 忽々 に 逃げ出した 

と 云います。 花鳥 は 悪い 奴 だけに、 なかなか 度胸の す 

わった 女と 見えます」 

「小 左衛 門と お 節 はどうな りました」 

「これに もお 話が あります」 と、 老人 は 云った。 

「徳次 は 今の 言葉で いえば 職務に 熱心、 早く 云えば 根 

のい い 男で、 三年のう ちに はきつ と 小 左 衛門を 引き 挙 

げて みせる と 云って いました が、 とうとう 見つけ 出し 

ましたよ。 尤も まぐれあたりの ような ものです が …… - 

花鳥が 仕置に なった の は 天 保 十三 年の 五月で、 その 

翌年の 五月、 ちょうど 満一年の 後に、 徳次は 世 田ケ谷 
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